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◆ 市長の決算審査特別委員会への出席 
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議会運営検討協議会第７回結果等報告書 

１ 検討結果 

  当協議会では、本件について調査・検討を行ったところ、次のとおり、協

議会としての結論に至った。 

  なお、この結論に対して、委員から慎重な立場の意見もあったことを付記

する。 

 (1) 現行の決算審査特別委員会に市長の出席を求めるのではなく、分科会方

式の導入や総括質疑の実施など、決算審査のあり方の見直しを行うべきで

ある。 

 (2) 市長は、決算審査特別委員会の全体会（提案説明及び総括質疑の２日

間）へ出席することとすべきである。 

  また、協議会では、決算審査に関する見直しのあり方について協議を行い、

これを「決算審査に関する見直し（案）」として取りまとめたので、あわせ

て報告する。（詳細は、６ページから１６ページの「決算審査に関する見直

し（案）」参照） 

２ 議論の概要 

 (1) 決算審査の見直しの必要性 

ア 現状 

   ・ 現状の決算審査特別委員会は、議員選出の監査委員２名を除く議員

をもって構成され、決算議案（一般・特別・企業会計）は、通常、９

月議会に提出される。 

   ・ 決算審査特別委員会は、本会議における代表質問終了後に設置され、

通常、５日間（説明１日、審査４日）開催され、決算審査特別委員会

での決算議案の説明の後、議案審査の前日までに、議案研究日を３日

間設けている。 

   ・ 決算議案は、本会議では、代表質問の対象とし、市長が概要を説明

する。なお、決算審査特別委員会では、財政局長が初日に説明をして

いる。 

   ・ 決算審査特別委員会の説明員は、通常、副市長、病院事業管理者、

上下水道事業管理者、各局長、こども本部長及び会計管理者とし、監

査委員は、全委員会に出席している。 

   ・ それ以前は、企業会計の決算審査を９月議会において、一般・特別

会計の決算審査を１２月議会において、それぞれ決算審査特別委員会

を設置して行っていたが、平成１６年の９月議会から、一般会計・特

別会計・企業会計を一本化して審査を行うこととした。 

   ・ 上記の見直しは、平成１５年４月から総合財政システムが導入され
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決算審査書類の一部が電子化されたことに伴い、それまでの決算審査

特別委員会で行われていた書類審査のあり方を見直すとともに、決算

審査を来年度の予算に反映させることのできる時期に行うべきとの検

討結果を反映して、決算審査を９月議会に一本化する見直しを図った

ものである。 

  イ 検討内容 

   ・ 市長は、予算執行の責任者であり、決算審査の内容の来年度予算へ

の反映を行う観点からも、市長は決算審査特別委員会に出席すべきで

あると思うが、決算審査のこれまでの経緯の検証や、あり方などにつ

いて協議、確認した上で、市長の出席の是非について議論すべきであ

る。 

   ・ 現状における決算審査特別委員会の質疑では、決算審査とは異なる

方向性の内容になっているものも見受けられ、決算審査といいつつも、

必ずしも決算に関する質疑とはなっておらず、決算議案に関連した質

疑として一般質問と同様の内容の質問が見受けられる。 

   ・ また、現在の審査方法では、代表質問が行われた後に決算審査特別

委員会が開催されているため、代表質問で決算議案の概要等について

市長に質問をすることは可能であるが、来年度予算への反映など、決

算審査特別委員会での審査を踏まえた上での質問を市長にすることが

できない。 

   ・ このため、現在の決算審査のあり方を見直し、決算審査に当たって

は、一般質問と差異を設け、決算議案を詳細に審査するために、決算

審査特別委員会に分科会方式を導入して、決算審査に特化させた専門

性のある審査方法に改めるべきと考える。 

・ その上で、総括質疑を行い、来年度予算への反映などの質問のため、

総括質疑に市長が出席する方式とすることが、決算審査の運営として

ふさわしいと考える。 

 (2) 決算審査に関する見直しの具体的な検討 

  ア 全体の審査日程 

   ・ 基本的な流れは現行どおり代表質問終了後、決算審査特別委員会を

設置して、全体会での提案説明、分科会審査、全体会での総括質疑・

採決の順で行う。 

  イ 分科会についての検討 

   ・ 分科会の設置数、構成等については、他都市では２分科会又は３分

科会とする例や、常任委員会の設置数と同様にする例が見られるが、

本市で２や３の分科会を設置する場合は、１分科会あたりの委員数が

20～３０人程度と多くなり、現状の委員会室では物理的な収容能力

が不足するため分科会の開催場所の確保に課題があることや、分科会

の所管や委員構成をどのように設定するかなど、協議、解決すべき課

題が多くある。 
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・ 一方で、これまで本市議会では、常任委員会を主体として議会活動

を行っており、これらのことを総合的に考慮すると、現行の常任委員

会を基とした分科会構成とすることが、最も現実的な対応と考えられ

る。 

・ 以上のことから、分科会の設置数は、常任委員会と同数の５分科会

とし、委員構成や所管等は常任委員会に準ずることとし、また、分科

会委員には当該常任委員会委員を充て、分科会の正副会長には常任委

員会正副委員長がそれぞれ就任することとすべきである。 

   ・ 分科会委員の差し替えについては、これを認めるべきとの考え方も

あるが、関係理事者の出席、会派内での意見調整などにより対応でき

ることから、行わないこととする。 

   ・ 分科会での審査は、実行計画に基づく基本政策ごとに各分科会で審

査を行う方法などの考えもあるが、決算審査は各局所管の予算に対し

て行うものであるため、あくまで決算書に基づき審査を行うことが基

本と考え、局別に行うべきである。 

・ 各分科会の開催日数については、日数を１日とした場合は、総務分

科会のように所管する局数が多い分科会では審査日数が不足すると考

えられるため、2 日間は必要である。また、それぞれの分科会の所管

事項を考慮して、分科会によって開催日数を増減させる考え方もある

が、より多くの審査時間を確保し決算審査を行う観点から、全分科会

とも 2 日間の開催とすべきである。 

・ 各分科会の審査時間は、全審査日ともおおむね午前１０時から午後

3 時までとし、理事者側の職員の出席が見込まれる時間帯をあらかじ

め明示しておくために、午前１０時から１２時までと、午後１時から

午後３時の時間帯に、審査の対象となる局を、事前に割り振ることと

すべきである。 

・ 分科会の審査日程については、全分科会の同時開催や、１日１分科

会の開催などさまざまな方法が考えられる。分科会の審査は局別に行

うが、質疑によっては、一つの局の所管にとどまらず、的確な答弁の

ために関係理事者の出席が必要となることも想定される。 

 そのため、施策の関連性が強い局は異なる審査日程として、関係理

事者の出席の調整が容易になるようにすべきである。また、議員傍聴

への配慮も必要であるため、その点からも、異なる審査日程とすべき

である。 

・ 一方では、審査の効率性に対しても配慮が必要であり、会期日数の

長期間の延長は避けるべきである。以上の点を総合的に考慮すると、

分科会の同時開催を一定程度行うべきと考えられ、具体的には、総務

分科会は単独の開催とし、関係理事者の調整を考慮して、市民分科会

とまちづくり分科会との同時開催、健康福祉分科会と環境分科会との

同時開催とすべきである。 

・ 分科会における発言時間については、分科会の決算審査においては、
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各局が所管する決算全体が審査対象であり、施策全体が質疑対象とな

ることから、円滑な分科会の運営のために何らかの時間設定が必要と

なる。 

 現状の決算審査特別委員会では、答弁を含め１人当たり３０分以内

とされているが、より詳細な決算審査を行う観点から、１人当たり１

日２０分以内、２日間で１人当たり４０分以内と発言時間を設定すべ

きである。また、時間の計測は議会局職員が行うこととする。 

・ 分科会における発言通告については、分科会の決算審査においては、

施策全体が質疑対象となるため、理事者側の答弁の事前準備に配慮す

る必要がある。また、関係理事者の出席の必要性を事前整理するため

にも、事前の発言通告が必要である。これらのことから、分科会で発

言をするに当たっては、発言通告制を導入することとし、発言通告書

には、質疑の項目、及び所管局を通告することとすべきである。 

   ・ 出席理事者の範囲は、常任委員会と同様に局長以下の職員とし、発

言通告のない局は出席しないこととする。また、必要に応じて関係理

事者として、所管局以外の職員の出席を求めることを可とする。 

   ・ 区役所職員の出席は、区調整課を所管する市民・こども局を分担す

る市民分科会とし、市民・こども局の審査の際に、発言通告の内容に

応じて出席する。なお、通告があった場合は、他の関係理事者と同様

に、市民分科会以外の分科会においても出席できることとする。 

   ・ 分科会での審査後に総括質疑をすることとなるため、議案一体の原

則も考慮して、分科会での採決は行わないこととすべきである。 

ウ 総括質疑についての検討 

・ 総括質疑は、会派代表制とし、発言者は各会派１名ずつとする。ま

た、従来の決算審査特別委員会では、全議員が全決算議案を対象とし

て質疑を行うことができていたことを考慮して、無所属議員も総括質

疑を行えることとすべきである。 

・ 総括質疑の発言時間は、３３０分を総時間として、所属議員数に応

じた比例配分を基本的な配分方法とすべきであるが、単純に比例配分

すると１人あたり５.５分となるため、無所属議員の場合は発言時間

が不足するおそれがあると思われる。 

 そのため、無所属議員については、１人１０分以内を発言時間とし、

会派の発言時間については、総時間３３０分から無所属議員の発言時

間を除いた残時間を、各会派に比例配分することとすべきである。 

   ・ 総括質疑における出席理事者の範囲は、決算議案という重要事項に

関する質疑のため、通告のない局についても出席することとし、現状

の決算審査特別委員会の出席理事者に市長を追加する。なお、各区長

については発言通告があった場合のみ出席する。 

エ その他の検討 

・ 議員選出の監査委員については、決算審査特別委員会において監査

委員として答弁する必要があることや、監査委員と決算の特別委員の
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立場を区分して活動することは困難であること、公正かつ詳細な審査

に疑義をもたれるおそれがあること等を考慮して、従前のとおり、決

算審査特別委員会の構成からは除外すべきである。 

・ そのため、議員選出の監査委員が所属する会派は、常任委員会の正副

委員長の人選に当たっては、議員選出の監査委員以外の者が就任するよ

うに配慮することなどを基本的な対応とするが、会派の事情により、そ

のような配慮ができない場合があり得ることを考慮して、常任委員会の

委員長が議員選出の監査委員であるときは、分科会の会長は当該常任委

員会の副委員長が会長となるなどの対応を行うこととすべきである。 

 (3) 決算審査の見直しに慎重な意見 

  ・ 議会運営委員会からの当協議会への検討依頼は「市長の決算審査特別

委員会への出席について」であり、決算審査の見直しの議論・検討を行

うことは、依頼の範囲を超えていると考える。 

・ 決算の質疑が一般質問と変わらないのではないかとの問題提起につい

ては同意するが、そもそも、これらの課題の原因は、現行の決算審査特

別委員会の形式にあるのではなく、議員個人の意識によるものである。

したがって、課題の解決に当たっては、現状の決算審査特別委員会にお

ける審査の形式を変えることにより対応するのではなく、個人個人の質

疑の仕方を変えることにより改善を図るべきである。 

  ・ 決算審査に関する見直し（案）では、決算議案を細分化して、所管局

ごとに審査を行う分科会方式を導入することとなるが、議会における決

算審査は、スペシャリストである監査委員の審査と異なり、予算の執行

状況が適正かどうかを確認するだけのものではなく、ゼネラリストとし

て、幅広い観点から審査を行うためのものであると考えるため、全会計

を対象とした質疑が可能な現行の決算審査を継続すべきである。 

  ・ 分科会では発言通告を行うこととしているが、分科会形式では、通告

した質問の関連で、通告以外に質問が及んだ場合などの対応、また、所

属分科会以外の局へ質問が及ぶ場合などに柔軟な対応が困難で、横断的

な質問が行えなくなる懸念がある。 

  ・ 市民分科会で区役所費を審査することとする見直しについては、他の

分科会で各区の固有の課題などの質問がしづらくなり、各区から選出さ

れている議員にとり、地域の課題に対する質問の制約につながることに

なりかねない。 

  ・ 現状の審査方法は、少数会派や無所属議員に対して会派所属議員と同

様の環境で質疑が行えるように配慮されているとともに、全議員で決算

議案の質問や意見を共有できる面があるが、分科会方式にすることで、

これらの良い面が損なわれることになる。 

・ 予算執行の責任者である市長の決算審査特別委員会への出席に異論は

ないが、以上のことから、決算審査の見直しには反対であり、現行の決

算審査特別委員会に市長の出席を求めるべきである。 
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３ 決算審査の見直しについての具体的な内容 

決算審査の見直しに関する詳細は、次のとおりである。 

決算審査に関する見直し（案）

１ 全体の審査日程 

  別紙、「決算議会会期日程（案）」参照 

 (1) 決算議案を代表質問の対象とする。 

 (2) 代表質問２日目に決算審査特別委員会を設置し、決算等議案を付託する。 

 (3) 代表質問２日目の翌日に、決算審査特別委員会（全体会第１日）を開催

し、正副委員長の互選の後、財政局長から決算等議案の説明を受け、分科

会を設置する。 

 (4) (3)の決算審査特別委員会（全体会第１日）の終了後、２日間議案研究

日を設ける。 

 (5) (4)の議案研究日の１日目の午後１時に、分科会質疑の発言通告を設け

る。 

 (6) 常任委員会の構成に準じた分科会を開催し、局別に決算等議案の審査を

行う。 

 (7) 分科会審査終了後、４日間議案研究日を設ける。 

 (8) (7)の議案研究日の１日目の午後１時に、総括質疑の発言通告を設ける。 

 (9) 決算審査特別委員会（全体会第２日）を開催し、分科会報告、総括質疑、

採決を行う。 

２ 分科会関係 

 (1) 所管、構成等 

   常任委員会に準じる。会長及び副会長は、それぞれ常任委員会の正副委

員長をもって充てる。 

   一般会計歳入歳出決算認定に関する議案は、所管局ごとに分科会で分担

し、特別会計歳入歳出決算認定及び企業会計歳入歳出決算認定に関する議

案は、所管する分科会の分担とする。 

   別紙、「分科会の議案の分担（案）」及び「決算議案の所管」参照 

 (2) 開催日数 

   次のとおり、１日１分科会開催又は２分科会同時開催とし、１分科会当

たり２日、計６日間開催する。 

   １日目、４日目：総務分科会 

   ２日目、５日目：市民分科会、まちづくり分科会 

   ３日目、６日目：健康福祉分科会、環境分科会 
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 (3) 局別審査の順番 

  ア 総務分科会 

１日目 10 時～12 時(総務局)、13 時～15 時(教育委員会) 

   ４日目 10 時～12 時(総合企画局)、13 時～15 時(財政局その他の局) 

  イ 市民分科会 

２日目 10 時～12 時(市民・こども局)、13 時～15 時(経済労働局) 

   ５日目 10 時～12 時(こども本部)、13 時～15 時(港湾局) 

  ウ 健康福祉分科会 

 ３日目 10 時～12 時、13 時～15 時(健康福祉局) 

   ６日目 10 時～12 時(消防局）、13 時～15 時(病院局) 

  エ まちづくり分科会 

 ２日目 10 時～12 時、13 時～15 時(まちづくり局) 

   ５日目 10 時～12 時、13 時～15 時(建設緑政局) 

  オ 環境分科会 

 ３日目 10 時～12 時、13 時～15 時(環境局) 

   ６日目 10 時～12 時(上下水道局)13 時～15 時(交通局) 

 (4) 開催場所 

  ア 総務分科会    ６０１・６０２会議室 

  イ 市民分科会    ６０１・６０２会議室 

  ウ 健康福祉分科会  ６０１・６０２会議室 

  エ まちづくり分科会 ５０２会議室 

  オ 環境委員会    ５０２会議室 

   別紙、「分科会を開催する委員会室・分科会の局別審査の順番」参照 

 (5) 出席理事者 

   常任委員会に準じ、通常、局長以下の職員が出席する。 

   発言通告のない局は出席しない。 

 (6) 発言時間（努力目標時間） 

  ア 答弁を含めおおむね１人１日２０分程度、２日間合計４０分程度とす

る。 

  イ 時間計測は、議会局職員が行う。 

 (7) 区役所予算の審査 

   市民分科会の市民・こども局の審査の際に、区役所職員が出席する。 

   発言通告があった場合のみ、区長以下の職員が出席する。 

 (8) 質疑方法 

   一問一答による質疑方法とする。 

 (9) 発言順序 

   おおむねその会期の発言の会派順位によるが、審査の効率性を考慮して、

理事者の交代が少なくなるよう、発言順序を変更することができる。 

 (10)発言通告 

   質疑の項目、所管局を通告する。 

 (11)分科会での採決 
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   分科会では質疑のみ行い、採決は行わない。 

３ 総括質疑関係 

 (1) 開催日数 

   １日開催する。 

 (2) 出席理事者 

  市長、副市長、病院事業管理者、上下水道事業管理者、各局長、会計管

理者、各区長、こども本部長、監査委員とする。 

   ただし、区長は、発言通告があった場合のみ出席する。 

 (3) 発言者 

   各会派１人ずつ、無所属議員 

 (4) 発言時間（努力目標時間） 

   発言時間は、総時間を答弁を含め３３０分とし、次のとおり各会派及び

無所属議員に割り振る。 

  ア 会派 

    総括質疑の総時間３３０分から無所属議員の発言時間を除いた残時間

を、各会派の所属議員数により比例配分する（答弁を含む。）。 

  イ 無所属議員 

    答弁を含めおおむね１人１０分程度とする。 

 (5) 質疑方法 

   質疑及び答弁は、それぞれ一括して行う。 

 (6) 発言順序 

   その会期の発言の会派順位による。 

   無所属議員は全会派の質疑終了後に発言することとし、無所属議員が複

数いる場合は、相互の話し合いにより順序を決める。 

 (7) 発言場所 

   質疑・答弁とも自席で行う。 

 (8) 発言通告 

   質疑の項目を通告する。 

 (9) 意見・要望の取扱い 

   質疑の際に、意見・要望をあわせて行う。 

４ 分科会報告関係 

  分科会報告は、口頭により主な質疑項目を報告する。 

５ 討論関係 

  総括質疑の際に、意見・要望をあわせて行うため、決算審査特別委員会で

は討論は行わない（必要があれば、会派の判断により、本会議で討論を行

う。）。 

６ 採決関係 
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  まず、全会一致の議案を一括して採決し、次に、それ以外の議案を、順次

採決する（結論が同一の議案は一括して採決する。）。 

  一般会計決算議案は、議案一体の原則により、議案を分けずに採決する。 

７ 全体会第１日（決算内容の説明）関係 

  出席理事者は、市長、副市長、病院事業管理者、上下水道事業管理者、各

局長、会計管理者、各区長、こども本部長、監査委員とする。 

８ 議員選出の監査委員の取扱い 

 (1) 決算審査特別委員会は、議員選出の監査委員２人を除く議員をもって構

成する。 

 (2) 議員選出の監査委員が常任委員会の委員長又は副委員長に就任している

ときの、分科会の会長又は副会長の選任に関する取扱い等は、別紙、「議

員選出の監査委員の取扱い（案）」参照 

９ その他、従来の取扱いを変更しない点 

 (1) 本会議では、市長から決算議案の概要の説明を受け、決算議案を代表質

問の対象とすること。また、決算審査特別委員会への付託は議長から諮り、

付託表は配布しないこと。 

 (2) 決算審査特別委員会の初日は、議長が口頭で招集すること。また、２日

目以降の委員長名による開催通知文書は、省略すること。 

 (3) 正副委員長の互選は、議長の指名推選の方法によること。 

 (4) 決算審査特別委員会の質疑（分科会を含む。）において、常任委員会又

は議会運営委員会で審査中の請願・陳情に触れる場合は、委員会の審査権

を尊重するものとすること。 

 (5) 全体会の開催場所は、議場とし、会議の開会、休憩、再開、閉会は、本

会議と同様、電鈴で報ずること。 

 (6) 本会議における委員長報告は省略すること。 
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日 曜日 本会議 委員会等 摘　　　　　　　　　　　　　　　要 日 曜日 本会議 委員会等 摘　　　　　　　　　　　　　　　要

1 9/3 月
本 会 議
 (第１日）

提案説明等 1 9/3 月
本 会 議
 (第１日）

提案説明等

2 4 火 2 4 火

3 5 水
（審査中の請願・陳情にかかわる質問の

通告締切日　午後３時）
（第１回請願・陳情締切日　午後５時）

3 5 水
（審査中の請願・陳情にかかわる質問の

通告締切日　午後３時）
（第１回請願・陳情締切日　午後５時）

4 6 木
（議会運営
委 員 会 ）

（代表質問発言通告締切日　午後１時） 4 6 木
（議会運営
委 員 会 ）

（代表質問発言通告締切日　午後１時）

5 7 金 5 7 金

6 8 土 6 8 土

7 9 日 7 9 日

8 10 月 8 10 月

9 11 火 9 11 火

10 12 水
本 会 議
 (第２日）

代表質問① 10 12 水
本 会 議
 (第２日）

代表質問①

11 13 木
本 会 議
 (第３日）

正 副 委 員長
会 議

代表質問②等、
決算審査特別委員会設置、決算等議案付
託

11 13 木
本 会 議
 (第３日）

正 副 委 員長
会 議

代表質問②等、
決算審査特別委員会設置、決算等議案付
託

12 14 金
決 算 審 査
特別委員会

正副委員長互選、決算等議案説明 12 14 金
決 算 審 査
特別委員会

正副委員長互選、決算等議案説明、分科
会設置

13 15 土 13 15 土

14 16 日 14 16 日

15 17 月 敬老の日 15 17 月 敬老の日

16 18 火 (議案研究) 16 18 火 (議案研究)
　　 (決算審査特別委員会
　　　分科会発言通告締切日 午後１時）

17 19 水 (議案研究)
　　　 (決算審査特別委員会
　　　　　　発言通告締切日 午後１時）

17 19 水 (議案研究)

18 20 木 (議案研究) 18 20 木
決 算 審 査
特別委員会

分科会局別審査（総務分科会）

19 21 金
決 算 審 査
特別委員会

審査 19 21 金
決 算 審 査
特別委員会

分科会局別審査（市民分科会、まちづく
り分科会）

20 22 土 秋分の日  20 22 土 秋分の日

21 23 日 21 23 日

22 24 月
決 算 審 査
特別委員会

審査 22 24 月
決 算 審 査
特別委員会

分科会局別審査（健康福祉分科会、環境
分科会）

23 25 火
決 算 審 査
特別委員会

審査 23 25 火
決 算 審 査
特別委員会

分科会局別審査（総務分科会）

24 26 水
決 算 審 査
特別委員会

審査、採決 24 26 水
決 算 審 査
特別委員会

分科会局別審査（市民分科会、まちづく
り分科会）

25 27 木 委 員 会 25 27 木
決 算 審 査
特別委員会

分科会局別審査（健康福祉分科会、環境
分科会）

26 28 金 委 員 会 26 28 金 (議案研究)
　 (決算審査特別委員会
　　総括質疑発言通告締切日 午後１時）

27 29 土 27 29 土

28 30 日 28 30 日

29 10/1 月
(討論発言通告締切日　午後３時）

(第２回請願・陳情締切日　午後５時）
29 10/1 月 (議案研究)

30 2 火
議 会 運 営
委 員 会

30 2 火 (議案研究)

31 3 水
本 会 議
 (第４日）

正 副 委 員長
会 議

委員長報告、討論、採決等 31 3 水 　 (議案研究)

32 4 木
決 算 審 査
特別委員会

分科会報告、総括質疑、採決

33 5 金 委 員 会

34 6 土

35 7 日

36 8 月

37 9 火 委 員 会

38 10 水
(討論発言通告締切日　午後３時）

(第２回請願・陳情締切日　午後５時）

39 11 木
議 会 運 営
委 員 会

40 12 金
本 会 議
 (第４日）

正 副 委 員長
会 議

委員長報告、討論、採決等

見　　直　　し　　案

決　算　議　会　会　期　日　程　（案）
現　　　　行
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分科会の議案の分担（案） 

総務分科会 

１ 一般会計歳入歳出決算認定について（総務局、総合企画局、財

政局及び教育委員会の所管分、並びに他の分科会の所管に属しな

い部分） 

２ 公共用地先行取得等事業特別会計歳入歳出決算認定について 

３ 公債管理特別会計歳入歳出決算認定について 

市民分科会 

１ 一般会計歳入歳出決算認定について（市民・こども局、経済労

働局及び港湾局の所管分） 

２ 競輪事業特別会計歳入歳出決算認定について 

３ 卸売市場事業特別会計歳入歳出決算認定について 

４ 母子寡婦福祉資金貸付事業特別会計歳入歳出決算認定について 

５ 港湾整備事業特別会計歳入歳出決算認定について 

６ 勤労者福祉共済事業特別会計歳入歳出決算認定について 

健康福祉分科会 

１ 一般会計歳入歳出決算認定について（健康福祉局、病院局及び

消防局の所管分） 

２ 国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 

３ 後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について 

４ 公害健康被害補償事業特別会計歳入歳出決算認定について 

５ 介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 

６ 病院事業会計決算認定について 

まちづくり分科会 

１ 一般会計歳入歳出決算認定について（まちづくり局及び建設緑

政局の所管分） 

２ 墓地整備事業特別会計歳入歳出決算認定について 

３ 生田緑地ゴルフ場事業特別会計歳入歳出決算認定について 

環境分科会 

１ 一般会計歳入歳出決算認定について（環境局、上下水道局及び

交通局の所管分） 

２ 下水道事業会計決算認定について 

３ 水道事業会計決算認定について 

４ 工業用水道事業会計決算認定について 

５ 自動車運送事業会計決算認定について 

６ 高速鉄道事業会計決算認定について（※） 

（※）高速鉄道事業会計は、平成２４年度をもって廃止
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決 算 議 案 の 所 管 

議      案 所 管 局 所管分科会 

１ 一般会計歳入歳出決算認定 各所管局 

総務分科会 

市民分科会 

健康福祉分科会 

まちづくり分科会 

環境分科会 

２ 競輪事業特別会計歳入歳出決算認定 経済労働局 市民分科会 

３ 卸売市場事業特別会計歳入歳出決算認定 経済労働局 市民分科会 

４ 
国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

認定 
健康福祉局 健康福祉分科会 

５ 
母子寡婦福祉資金貸付事業特別会計歳入

歳出決算認定 

市民・こども

局こども本部 
市民分科会 

６ 
後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決

算認定 
健康福祉局 健康福祉分科会 

７ 
公害健康被害補償事業特別会計歳入歳出

決算認定 
健康福祉局 健康福祉分科会 

８ 介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定 健康福祉局 健康福祉分科会 

９ 港湾整備事業特別会計歳入歳出決算認定 港湾局 市民分科会 

10 
勤労者福祉共済事業特別会計歳入歳出決

算認定 
経済労働局 市民分科会 

11 墓地整備事業特別会計歳入歳出決算認定 建設緑政局 まちづくり分科会 

12 
生田緑地ゴルフ場事業特別会計歳入歳出

決算認定 
建設緑政局 まちづくり分科会 

13 
公共用地先行取得等事業特別会計歳入歳

出決算認定 
総合企画局 総務分科会 

14 公債管理特別会計歳入歳出決算認定 財政局 総務分科会 

15 病院事業会計決算認定 病院局 健康福祉分科会 

16 下水道事業会計決算認定 上下水道局 環境分科会 

17 水道事業会計決算認定 上下水道局 環境分科会 

18 工業用水道事業会計決算認定 上下水道局 環境分科会 

19 自動車運送事業会計決算認定 交通局 環境分科会 

20 高速鉄道事業会計決算認定（※） 交通局 環境分科会 

（※）高速鉄道事業会計は、平成２４年度をもって廃止
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分科会を開催する委員会室・分科会の局別審査の順番 

分科会の委員会室・局別審査の順番 

１日目、４日目：総務分科会（601･602 会議室）

２日目、５日目：市民分科会（601･602 会議室）、まちづくり分科会（502 会議室）

３日目、６日目：健康福祉分科会（601･602 会議室）、環境分科会（502 会議室）

６０１・６０２会議室 ５０２会議室

１日目

１０時～１２時
総務分科会

（総務局）

１３時～１５時
総務分科会

（教育委員会）

４日目

１０時～１２時
総務分科会

（総合企画局）

１３時～１５時
総務分科会

（財政局その他）

２日目

１０時～１２時
市民分科会

（市民・こども局） まちづくり分科会

（まちづくり局）
１３時～１５時

市民分科会

（経済労働局）

５日目

１０時～１２時
市民分科会

（こども本部） まちづくり分科会

（建設緑政局）
１３時～１５時

市民分科会

（港湾局）

３日目

１０時～１２時
健康福祉分科会

（健康福祉局）

環境分科会

（環境局）
１３時～１５時

６日目

１０時～１２時
健康福祉分科会

（消防局）

環境分科会

（上下水道局）

１３時～１５時
健康福祉分科会

（病院局）

環境分科会

（交通局）
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議員選出の監査委員の取扱い（案） 

１ 決算審査特別委員会は、議員選出の監査委員を除く全議員で構成する。 

２ 会派として、少なくとも１人の委員が分科会で質疑を行えるよう、議員選出

の監査委員が所属する会派は、次の取扱いにより人選を行うよう努めることと

する。 

 (1) 議員選出の監査委員が所属する会派は、常任委員会の正副委員長の人選に

当たっては、議員選出の監査委員以外の者が就任するように配慮する。 

 (2) 議員選出の監査委員が所属する会派は、一つの委員会に所属する委員が、

委員長及び議員選出の監査委員のみにならないように配慮する。 

３ 会派の事情により、上記２の取扱いにより人選できない場合は、次の取扱い

による。 

 (1) 常任委員会の委員長が議員選出の監査委員であるときは、分科会の会長は、

当該常任委員会の副委員長が務め、分科会の副会長は、当該常任委員会の委

員長と同一会派に属する委員が務める。 

 (2) 常任委員会の副委員長が議員選出の監査委員であるときは、分科会の副会

長は、当該常任委員会の副委員長と同一会派に属する委員が務める。 

 (3) 上記(1)及び(2)の方法によっても、監査委員の所属する会派から分科会の

会長又は副会長を選出できない場合は、当該常任委員会に所属する他の会派

の委員から年長の順により会長又は副会長を選出する。 

 (4) 上記(1)及び(3)により就任した分科会の会長は、当該分科会で質疑を行う

ことができる。 

 (5) 会派内で一つの常任委員会に所属する委員が、委員長及び議員選出の監査

委員のみとなる場合は、当該分科会の会長は、分科会で質疑を行うことがで

きる。 

 (6) 上記(4)及び(5)により会長が質疑を行うときは、会長は副会長と交代し、

副会長が会長の職務を行う。 
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決算審査特別委員会分科会発言通告書

平成  年  月  日

     分科会長 様

氏 名            

発 言 の 要 旨 局  名

１

２

３

４

５

6 

7 

8 
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決算審査特別委員会総括質疑発言通告書

平成  年  月  日

決算審査特別委員長 様

会 派 名           

総括質疑者

氏   名           

発 言 の 要 旨
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【平成２３年実績】

審査委員会
（委員会数）

審査日数等
市長の出席
（日数）

札幌市
特別委員会
（２）

９日
（正副委員長互選等１日、質疑７日、討論・採決１日） △

仙台市
特別委員会
（１）

７日（※１）
（審査５日、総括質疑、討論・採決１日、予備日１日含む）

◎
（７日※１）

さいたま市
特別委員会
（１）

11日
（正副委員長互選1日、決算特別委員会運営に関する申し合わせ
の確定、審査日程の決定、資料要求審査１日、概況説明、議案説
明、監査報告、参考人意見聴取１日、常任委員会所管別審査７
日、討論・採決１日）

×

千葉市
特別委員会
（分科会２）

５日
（正副委員長互選・総括説明１日、分科会審査３日、分科会報告
（一覧表にして配付）・意見表明・採決1日）

×

横浜市
特別委員会
（２）

８日
（審査日程等協議 １日、総合審査〔２委員会合同〕１日、局別審査
〔第一、第二特別委員会それぞれ〕５日、採決１日）

○
（２日）

相模原市
特別委員会
（分科会５）

７日
（正副委員長互選・分科会付託１日、分科会審査５日（１分科会当
たり１～２日）、審査報告・採決１日）

×

新潟市

特別委員会（一・特）
（分科会２）

常任委員会（企業）
（２）

７日（一般会計、特別会計）
（副市長総括説明・監査委員の意見書説明・総括質疑１日、分科
会説明・質疑４日、分科会意見集約１日、分科会委員長報告・質
疑・意見要望（各会派１人ずつの討論）・採決１日）
２日（企業会計）
（審査１日、意見・要望・採決１日）

×

静岡市
常任委員会
（６）

２日 ×

浜松市
常任委員会
（５）

２日 ×

名古屋市
常任委員会
（６）

６日（各常任委員会、同日一斉開催）
（説明１日、質疑〔資料要求含む〕２日、総括質疑２日、意思決定１
日）

△
（※２）

京都市
特別委員会
（分科会３）

11日
（正副委員長互選等１日、局別質疑６日〔３分科会同時開会〕、書
類調査１日、市長総括質疑２日、討論結了１日）

○
（２日）

大阪市

特別委員会（一般）
（１）

特別委員会（企業）
（１）

それぞれ８日程度
（正副委員長互選・説明１日、実地調査（施設視察）１日、質疑５
日、態度決定（採決）１日）

△

堺市
特別委員会
（分科会６）

６日
（全体会議〔正副委員長互選、分科会設置〕 １日、各分科会審査
〔２分科会ごと〕３日、全体会議〔分科会報告、総括質疑、討論、採
決〕２日）

○
（３日 ※３）

神戸市
特別委員会
（分科会３）

11日
（正副委員長互選、分科会審査日程協議等１日、各分科会審査７
日、総括質疑１日、意見表明１日、意見決定１日）

○
（１日）

政令指定都市での決算審査における市長の出席状況一覧
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審査委員会
（委員会数）

審査日数等
市長の出席
（日数）

岡山市
特別委員会
（３）

一般会計決算審査特別委員会　８日
（正副委員長互選１日、局単位で質疑７日（審査最終日に採決））
特別会計決算審査特別委員会　５日
（正副委員長互選１日、各決算ごと質疑・採決４日）
企業会計決算審査特別委員会　４日
（正副委員長互選１日、各決算ごと質疑・採決３日）

×

広島市
特別委員会
（分科会３）

６日
（決算概要説明等１日、総括質疑１日、分科会審査〔１分科会で２
日間審査、１日２分科会同時開催〕３日、討論・採決１日）

○
（３日）

北九州市
特別委員会
（分科会３）

７日
（全体会〔正副委員長互選・分科会設置等〕１日、各分科会審査４
日、各分科会審査〔市長質疑〕１日）、分科会報告まとめ、採決１
日）

○
（３日 ※４）

福岡市
特別委員会
（分科会５）

13日
（総会〔正副委員長互選・付託等〕１日、総会〔審査日程・審査方針
決定等〕１日、総会〔質疑〕３日、分科会審査５日、分科会報告書作
成１日、総会〔質疑〕１日、総会（意見開陳・採決）１日）

○
（７日）

熊本市
予算決算委員会
（分科会６）

５日
（各会計決算概況説明１日、総括質疑２日、分科会詳細審査（局長
説明、質疑）１日、各分科会長報告・締めくくり総括質疑・採決１日

○
（３日 ※５）

川崎市
特別委員会
（１）

５日
（正副委員長互選・提案説明１日、審査・採決４日） ×

集 計
◎・・１　○・・８
△・・３　×・・８

（※２）名古屋市：市長は、出席要請があれば総括質疑のみ出席する。

（※３）堺市：市長は、全体会議には必ず出席し、分科会には出席要請があれば出席するが、通常は出席しない。

（※４）北九州市：市長は、全体会には必ず出席し、分科会には市長質疑のみ出席する。

（※５）熊本市：市長は、全体会のうち総括質疑、締めくくり質疑に出席し、分科会には出席しない。

◎・・・全日出席　　　　　　　　　　 ○・・・全体会議等の一部の日のみ出席
△・・・出席要請があれば出席　　×・・・出席しない

（※１）平成23年に限り震災復興特別委員会を同時期に開催したため、決算特別委員会の開催日数を短縮した。通常は、審
査９日で合計11日
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横浜市会（第１・第２特別委員会形式）

審査方法 決算第１及び決算第２特別委員会を設置し、全議員を半々に分け決算議案を審

査。審査は、連合審査会１日、10 日間の局別審査（各 5 日間）、後日採決（計
13日間）。
決算第１特別委員会：経済局、港湾局、こども青少年局、教育委員会、健康福

祉局、病院経営局、建築局、道路局、都市整備局

決算第２特別委員会：政策局、総務局、財政局、市民局、文化観光局、消防局、

温暖化対策総括本部、環境創造局、資源環境局、交通局、水

道局、議会局、人事委員会、監査委員、選挙管理委員会、会

計室

質疑概要 理事会にて確認された順番で質疑を実施。議案に対する質疑及び審査する局の施

策全般に対し、要望を交え質疑を行う。

発言時間 ○１委員会あたり（１日単位）

会議時間：435分
休憩時間：90分
審議時間：345分
発言充当時間：190分（質問：答弁＝55：45）

発言時間÷（現在議員数）／2＝1人あたりの持ち時間
190÷86人／2＝4.42分
4.42分×会派人数÷2委員会＝会派持ち時間
会派

（人数）

自民

（31）
民主

（16）
公明

（15）
みん

（14）
共産

（5）
ヨコ

（2）
無

（1）
無

（1）
無

（1）

持時間 69 35 33 31 11 4 2 2 2 

※無所属の持ち時間は 2分。総合審査（1日）、局別審査（5日）の計 6日×2
分＝12分。1日の発言時間は 5分以内。

発言通告 連合審査会：発言日の 2日前午後 5時までに大項目を委員長へ通告
局別審査：発言日の 2日前午後 5時までに大項目を委員長へ通告

質疑（再質問） 各会派の発言時間内であれば可能

一問一答制の導入 導入済み

討論 なし

採決 予め確認した賛否に基づき採決を実施。反対議員がある議案は起立採決、反対議

員がない議案は簡易採決を実施。

議事説明員 連合審査会：市長、副市長、局長が出席。（行政委員長は通告があった場合のみ出席）

局別審査：副市長、局長、部長級が出席。

※区長は市民局関係審査の際、区長会の議長区及び幹事区の区長 2人出席し、
連合審査会には出席しない。

会議時間 連合審査会 10:01～18:21 
局別審査  第１特別委員会：10:00～18:29（最長 10/6）

第２特別委員会：10:00～17:54（最長 10/7）
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日 曜日 本会議 委員会等 摘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要

9/1 木 市会運営委員会 第３回定例会等

市会運営委員会 本会議等

本会議
（第１日）

議案上程、質疑、付託

2 3 土

3 4 日

4 5 月

5 6 火

市会運営委員会 本会議等

本会議
（第２日）

一般質問

7 8 木

市民・文化観光・消防委員会：議案審査等

こども青少年・教育委員会：議案審査等

9 10 土

10 11 日

政策・総務・財政委員会：議案審査等

経済・港湾委員会：議案審査等

こども青少年・教育委員会：議案審査等

水道・交通委員会：報告

健康福祉・病院経営委員会：議案審査等

温暖化対策・環境想像・資源循環委員会：議案審査等

建築・都市整備・道路委員会：議案審査等

委 員 会 政策・総務・財政委員会：議案審査等

市会運営委員会 陳情審査等

14 15 木

15 16 金

16 17 土

17 18 日

18 19 月

市会運営委員会

本会議
（第３日）

議案議決、決算上程・決算審査特別委員会設置・付託

決算特別委員会 決算第一・決算第二特別委員会（審査日程等協議）

20 21 水 特 別 委 員 会 安心安全都市特別委員会：調査研究

基地対策特別委員会：調査報告

横浜経済活性化特別委員会：参考人招致

国際文化都市特別委員会：調査研究

22 23 金

23 24 土

24 25 日

大都市行財政制度特別委員会：調査報告、調査研究

横浜まちづくり特別委員会：調査研究

26 27 火

27 28 水 決算特別委員会 決算第一・決算第二特別委員会連合審査会（総合審査）

28 29 木 決算特別委員会 決算第一特別委員会（病院経営局・都市整備局）

29 30 金

30 10/1 土

31 2 日

32 3 月 決算特別委員会 決算第二特別委員会（市民局・資源循環局）：議案審査

33 4 火 決算特別委員会 決算第一特別委員会（経済局・道路局）：議案審査

決算第二特別委員会理事会

決算第二特別委員会（文化観光局・消防局）：議案審査

35 6 木 決算特別委員会 決算第一特別委員会（港湾局・こども青少年局）：議案審査

36 7 金 決算特別委員会 決算第二特別委員会（政策局・交通局）：議案審査

37 8 土

38 9 日

39 10 月

40 11 火 決算特別委員会 決算第一特別委員会（健康福祉局）：議案審査

決算第二特別委員会理事会

決算第二特別委員会（温暖化対策統括本部・環境創造局・水道局）：議案審査

42 13 木 決算特別委員会 決算第一特別委員会（建築局・教育委員会）：議案審査

43 14 金 決算特別委員会
決算第二特別委員会（総務局・議会局・人事委員会・監査委員・選挙管理委員会・財政局・会計
室）：議案審査

44 15 土

45 16 日

46 17 月

市会運営委員会

決算第一特別委員会理事会

決算第一特別委員会：採決

決算第二特別委員会理事会

決算第二特別委員会：採決

委 員 会 健康福祉・病院経営委員会：意見書提出

市会運営委員会

本会議
（第４日）

決算議決

1 2 金

6 7 水

8

委 員 会

委 員 会

14 水

月12

火

委 員 会9 金

22

11

2019 火

13

12 13

5

21

特 別 委 員 会月2625

特 別 委 員 会木

2857

47
決算特別委員会

決算特別委員会水

金

火

41

　　横浜市会　平成２３年第３回会期日程

19日（水）～27日（木）　　休会：常任委員会行政視察等

12 水 決算特別委員会

34

18

26



京都市会（３分科会形式）

審査方法 全議員 69名の委員をもって構成する決算特別委員会（第１分科会、第２分科会
及び第３分科会）を設置し、正副委員長の互選、審査日程の確認等の後、書類調

査（1日間）、局別審査（6日間）、市長総括質疑（2日間）を行い、最終日は討
論結了、表決。

第１分科会：行財政局、総合企画局、産業観光局、環境政策局、文化市民局、

選挙管理委員会、監査委員、人事委員会、会計室、市会事務局

第２分科会：保健福祉局、教育委員会、都市計画局、建設局

第３分科会：消防局、交通局、上下水道局

質疑概要 正副委員長会議において決定された運営方法により、決算特別委員会に付託され

た決算の範囲内で質疑を行う。

発言時間 原則として 1日の質疑時間（360分）を各会派の委員数に応じて配分し、この時
間の範囲内で、委員の 1回の質疑時間を答弁も含めおおむね 30分以内とする。
なお、市長総括質疑においては、会派に割り当てられた時間の範囲内で、委員の

1回の質疑時間を答弁も含めおおむね 20分以内とするが、会派の最終質疑者に
ついては、会派の残時間の範囲内で 30分まで可能。

○局別審査

 会派所属人数／定数（69人）×360分（1日の会派持ち時間）×6日
○総括質疑

 会派所属人数／定数（69人）×360分（1日の会派持ち時間）×2日
発言通告 局別審査：なし

総括質疑：局別審査最終日に委員長へ通告（質疑項目の通告なし）

質疑（再質問） 制限なし

一問一答制の導入 導入済み

討論 付託議案に対する委員会としての結論を得るために委員会を開会し、各会派から

議案に対する賛否を表明。なお、原案認定だが希望意見等がある場合には、それ

らを付す意見として表明。

採決 議案に対する各会派の賛否により、意見が分かれるものについては挙手表決、全

会一致のものは簡易表決を行っている。

議事説明員 委員会説明員（課長級から局長級）。

市長総括質疑：市長、副市長及び公営企業管理者。

※区長は局別審査及び総括質疑に出席しない。

会議時間 局別審査 第１分科会：10:02～18:15（最長 10/13）
     第２分科会：10:03～17:53（最長 10/14）
     第３分科会：10:03～16:55（最長 10/11）
総括質疑 10:03～18:26（初日 10/20）
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日 曜日 本会議 委員会等 摘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要

会期決定、提案説明、議案処理等

予 算 審 査
特 別 委 員 会

正副委員長互選等

2 28 水
予 算 審 査
特 別 委 員 会

局別質疑（第１分科会：環境政策局、行財政局、文化市民局、産業観光局、第２分科会：保健福祉
局、都市計画局、建設局、第３分科会：消防局）

3 29 木

予 算 審 査
特 別 委 員 会

討論結了

市会運営委員会

5 10/1 土

6 2 日

本会議
（第２日）

議案処理等

決 算 審 査
特 別 委 員 会

正副委員長互選等

8 4 火
本会議
（第３日）

代表質問

9 5 水
本会議
（第４日）

代表質問

10 6 木
決 算 審 査
特 別 委 員 会

書類審査

11 7 金
決 算 審 査
特 別 委 員 会

局別質疑（第１分科会：選挙管理委員会事務局、監査事務局、人事委員会事務局、行財政局、第２分
科会：保健福祉局、第３分科会：消防局）

12 8 土

13 9 日

14 10 月

15 11 火
決 算 審 査
特 別 委 員 会

局別質疑（第１分科会：会計室、行財政局、第２分科会：保健福祉局、第３分科会：交通局）

16 12 水
決 算 審 査
特 別 委 員 会

局別質疑（第１分科会：市会事務局、総合企画局、第２分科会：教育委員会、第３分科会：交通局）

17 13 木
決 算 審 査
特 別 委 員 会

局別質疑（第１分科会：産業観光局、第２分科会：都市計画局、第３分科会：上下水道局）

18 14 金
決 算 審 査
特 別 委 員 会

局別質疑（第１分科会：環境政策局、第２分科会：建設局、第３分科会：上下水道局）

19 15 土

20 16 日

21 17 月
決 算 審 査
特 別 委 員 会

局別質疑（第１分科会：文化市民局、第２分科会：保健福祉局（病院））

22 18 火

23 19 水

24 20 木
決 算 審 査
特 別 委 員 会

市長・副市長に対する総括質疑

25 21 金
決 算 審 査
特 別 委 員 会

市長・副市長に対する総括質疑

26 22 土

27 23 日

経済総務委員会：付託議案審査等

くらし環境委員会：付託議案等審査

教育福祉委員会：付託議案等審査

まちづくり委員会：付託議案等審査

交通水道消防委員会：報告聴取等

市会運営委員会
理 事 会

30 26 水

31 27 木

経済総務委員会：討論結了

くらし環境委員会：討論結了

教育福祉委員会：討論結了

まちづくり委員会：討論結了

決算審査特別委員会：討論結了

市会運営委員会

33 29 土

34 30 日

35 31 月
本会議
（第５日）

議案等処理

　　京都市会　平成２３年９月定例会会期日程

30 金

9/27

3 月

委 員 会

29

32 28 金

委 員 会
25 火

委 員 会24 月

1

4

7

28

火
本会議
（第１日）
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堺市議会（６分科会形式）

審査方法 決算審査特別委員会（議長を除く全議員で構成）を設置、付託する。審査は、各

常任委員会が閉会すると同時に同じ委員で構成する分科会を開催（3日間）し、
当該委員会の所管事項にかかる決算を審査（2分科会ずつ同時開催。各分科会に
予備日 1日）。全分科会での審査終了後、原則として 2日間の日程で総括質疑・
討論・採決。

 総務財政分科会：市長公室、総務局、財政局、その他

 市民人権分科会：危機管理室、防災計画室、市民人権局、各区役所、消防局

 健康福祉分科会：健康福祉局、市立堺病院、子ども青少年局

 産業環境分科会：文化観光局、環境局、産業振興局

 建設分科会：建築都市局、建設局、上下水道局

 文教分科会：教育委員会

質疑概要 分科会の質疑順序は、慣例により委員長が決定。分科会の質疑終了後、決算審査

特別委員会の全体会議で、分科会報告書を配布し、総括質疑を実施。

発言時間 ○所属する分科会での発言：人数制限と回数制限はなし。30 分以内（答弁は含
まず）。

○所属しない分科会での発言（分科会外委員発言）：人数制限と回数制限はなし。

15分以内（答弁は含まず）。
○総括質疑での発言：人数制限と回数制限はなし。12 分（答弁含む）×会派構
成議員数。ただし、非交渉会派と会派に属さない議員は、答弁時間を含まず。

○審査最終日における出資法人の決算にかかる発言：回数制限なし。総括質疑に

おける各会派等の残時間内で行う。（近年事例なし）

発言通告 分科会： 発言日 2日前までに質問項目を事務局へ報告。当局側へ報告内容を伝
える。

総括質疑：2日前の理事会で質疑者の報告、午後 5時までに質疑項目を通告。
質疑（再質問） 制限なし

一問一答制の導入 導入済み

討論 発言時間は 30 分以内（会派を代表して 1 人）。当該委員会おいて討論・採決を
行う。なお、本会議での討論は、改めてこれを行わない（議会運営委員会におい

て決定）。

採決 分科会での審査の後、付託案件を一括議題とし、一括採決。

議事説明員 分科会：所管の課長級以上（区長含む。なお、市長、副市長等の特別職は、委員

から特に要請がある場合のみ出席）。

総括質疑：市長・副市長・教育長・上下水道事業管理者、代表監査委員、技監、

課長級以上（区長含む）の理事者が出席。

会議時間 分科会（常任委員会審査終了後に開催）

・市民人権分科会：16:02～17:07（10/8）・産業環境分科会：17:25～19:05（10/8）
・文教分科会：16:45～17:13（10/12）・建設分科会：17:25～19:05（10/13）
・総務財政分科会：13:18～15:02（10/14）・健康福祉分科会：15:25～17:00（10/14）
総括質疑：10:00～18:12（10/22）
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日 曜日 本会議 委 員 会 等 摘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要

8/23 火 議会運営委員会

24 水

1 25 木
本会議
（第１日）

会期の決定、提案理由説明

2 26 金 議会運営委員会 議運終了後、決算理事予定者会

3 27 土

4 28 日

5 29 月

6 30 火

7 31 水

8 9/1 木
本会議
（第２日）

大綱質疑（議案質疑、一般質問）

9 2 金
本会議
（第３日）

大綱質疑（議案質疑、一般質問）

10 3 土

11 4 日

12 5 月
本会議
（第４日）

決 算 審 査
特 別 委 員 会

大綱質疑（議案質疑、一般質問）、決算審査特別委員会設置、委員会付託、
本会議終了後決特正副委員長互選、分科会設置

13 6 火

14 7 水

市民人権委員会：議案審査／決算審査特別委員会市民人権分科会：決算議案審査

産業環境委員会：議案審査／決算審査特別委員会産業環境分科会：決算議案審査

16 9 金 （ 予 備 日 ）

17 10 土

18 11 日

19 12 月

委 員 会
／

決 算 審 査
特 別 委 員 会
分 科 会

文教委員会：議案審査／決算審査特別委員会文教分科会：決算議案審査

20 13 火

委 員 会
／

決 算 審 査
特 別 委 員 会
分 科 会

建設委員会：議案審査／決算審査特別委員会建設分科会：決算議案審査

総務財政委員会：議案審査／決算審査特別委員会総務財政分科会：決算議案審査

健康福祉委員会：議案審査／決算審査特別委員会健康福祉分科会：決算議案審査

22 15 木 （ 予 備 日 ）

23 16 金
決 算 審 査
特 別 委 員 会

決算審査特別委員会理事会

24 17 土

25 18 日

26 19 月 敬老の日

27 20 火

28 21 水
決 算 審 査
特 別 委 員 会

分科会報告、総括質疑

29 22 木
決 算 審 査
特 別 委 員 会

総括質疑、討論、採決

30 23 金 秋分の日

31 24 土

32 25 日

33 26 月

34 27 火 議会運営委員会

35 28 水

本会議
（第４日）

決算審査特別委員会委員長報告、討論、採決、常任委員会委員長報告、討論、採決、閉会

特 別 委 員 会 大都市行財政制度調査特別委員会

14 水

29 木36

21

　　堺市議会　平成２３年８・９月定例会会期日程

15 8 木

委 員 会
／

決 算 審 査
特 別 委 員 会
分 科 会

委 員 会
／

決 算 審 査
特 別 委 員 会
分 科 会
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分科会における質疑の流れ（イメージ） 

１ 局内での理事者の入替えがない場合 

 ※ 出席理事者 局長以下関係部課長（Ａ課長、Ｂ課長、Ｃ課長）

発言通告の内容 所管課長 分科会での発言順 

委員Ａ 

（自民党） 

質疑① Ａ課長 １ 委員Ａ質疑① Ａ課長

質疑② Ｂ課長 ２ 委員Ａ質疑② Ｂ課長

質疑③ Ｃ課長 ３ 委員Ａ質疑③ Ｃ課長

委員Ｂ 

（公明党） 

質疑① Ａ課長 ４ 委員Ｂ質疑① Ａ課長

質疑② Ｂ課長 ５ 委員Ｂ質疑② Ｂ課長

質疑③ Ｂ課長 ６ 委員Ｂ質疑③ Ｂ課長

委員Ｃ 

（民主党） 

質疑① Ｂ課長 ７ 委員Ｃ質疑① Ｂ課長

質疑② Ｃ課長 ８ 委員Ｃ質疑② Ｃ課長

質疑③ Ｃ課長 ９ 委員Ｃ質疑③ Ｃ課長

委員Ｄ 

（共産党） 

質疑① Ａ課長 10 委員Ｄ質疑① Ａ課長

質疑② Ｃ課長 11 委員Ｄ質疑② Ｃ課長

質疑③ Ｃ課長 12 委員Ｄ質疑③ Ｃ課長

委員Ｅ 

（みんなの党） 

質疑① Ｂ課長 13 委員Ｅ質疑① Ｂ課長

質疑② Ｃ課長 14 委員Ｅ質疑② Ｃ課長

質疑③ Ｃ課長 15 委員Ｅ質疑③ Ｃ課長

２ 局内での理事者の入替えがある場合（出席理事者にあわせて委員の発言順を調整）

 ※ 出席理事者◆当  初     ⇒ 局長以下関係部課長（Ａ課長、Ｂ課長、Ｃ課長）

        ◆１回目の入替え後 ⇒ 局長以下関係部課長（Ｄ課長、Ｅ課長、Ｆ課長）

        ◆２回目の入替え後 ⇒ 局長以下関係部課長（Ｇ課長、Ｈ課長、Ｉ課長）

発言通告の内容 所管課長 分科会での発言順 

委員Ａ 

（自民党） 

質疑① Ａ課長 １ 委員Ａ質疑① Ａ課長

質疑② Ｂ課長 ２ 委員Ａ質疑② Ｂ課長

質疑③ Ｃ課長 ３ 委員Ａ質疑③ Ｃ課長

委員Ｂ 

（公明党） 

質疑① Ｃ課長 ４ 委員Ｂ質疑① Ｃ課長

質疑② Ｄ課長 ５ 委員Ｃ質疑② Ｂ課長

質疑③ Ｅ課長 ６ 委員Ｅ質疑① Ａ課長

委員Ｃ 

（民主党） 

質疑① Ｂ課長 ７ 委員Ｅ質疑② Ｂ課長

質疑② Ｆ課長 （理事者一部入替え） 

質疑③ Ｇ課長 ８ 委員Ｂ質疑② Ｄ課長

委員Ｄ 

（共産党） 

質疑① Ｄ課長 ９ 委員Ｂ質疑③ Ｅ課長

質疑② Ｈ課長 10 委員Ｃ質疑② Ｆ課長

質疑③ Ｉ課長 11 委員Ｄ質疑① Ｄ課長

委員Ｅ 

（みんなの党） 

質疑① Ａ課長 12 委員Ｅ質疑③ Ｄ課長

質疑② Ｂ課長 （理事者一部入替え） 

質疑③ Ｄ課長 13 委員Ｃ質疑③ Ｇ課長

 14 委員Ｄ質疑② Ｈ課長

15 委員Ｄ質疑③ Ｉ課長
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（案１）
会派構成人数割
り

（案２）
会派割り１／４
会派構成人数
割り３／４

（案３）
会派割り１／５
会派構成人数
割り４／５

（案４）
会派割り１／６
会派構成人数
割り５／６

（案５）
会派割り１／７
会派構成人数
割り６／７

（案６）
会派割り１／８
会派構成人数
割り７／８

（案７）
会派割り１／９
会派構成人数
割り８／９

（案Ａ）
無所属議員1人10分
残時間を会派構成人
数割り

自民党 １６人 ８８分 ７８分 ８０分 ８１分 ８２分 ８３分 ８３分 ８６分

公明党 １３人 ７１分３０秒 ６５分 ６６分 ６７分 ６８分 ６８分 ６９分 ６９分３０秒

民主党 １３人 ７１分３０秒 ６５分 ６６分 ６７分 ６８分 ６８分 ６９分 ６９分３０秒

共産党 １０人 ５５分 ５３分 ５４分 ５４分 ５４分 ５４分 ５４分 ５３分

みんなの党 　６人 ３３分 ３７分 ３６分 ３５分 ３５分 ３５分 ３５分 ３２分

無所属 　１人 　５分３０秒 １６分 １４分 １３分 １１分３０秒 １１分 １０分 １０分

無所属 　１人 　５分３０秒 １６分 １４分 １３分 １１分３０秒 １１分 １０分 １０分

合　　計 ６０人 ３３０分 ３３０分 ３３０分 ３３０分 ３３０分 ３３０分 ３３０分 ３３０分

総括質疑会派別発言時間（案）

会派名
所属
議員数

努　　力　　目　　標　　時　　間

3
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自民党 16人 83分
16人
⇒15人

83分
⇒78分

16人
⇒15人

82分
⇒77分

16人
⇒15人

82分
⇒77分

16人 86分
16人
⇒15人

84分
⇒79分

16人
⇒15人

83分
⇒78分

16人
⇒15人

81分
⇒76分

公明党 13人 69分 13人 68分
13人
⇒12人

68分
⇒63分

13人
⇒12人

67分
⇒62分

13人 69分30秒 13人 68分
13人
⇒12人

67分
⇒62分

13人
⇒12人

66分
⇒61分

民主党 13人 69分 13人 68分 13人 68分
13人
⇒12人

67分
⇒62分

13人 69分30秒 13人 68分 13人 67分
13人
⇒12人

66分
⇒61分

共産党 10人 54分 10人 54分 10人 53分 10人 53分 10人 53分 10人 53分 10人 52分 10人 51分

みんなの党 　6人 35分 　6人 34分 　6人 33分 　6人 33分 　6人 32分 　6人 32分 　6人 31分 　6人 31分

無所属 　1人 10分 　1人 　9分20秒 　1人 　9分 　1人 　8分36秒 　1人 10分 　1人 10分 　1人 10分 　1人 10分

無所属 　1人 10分 　1人 　9分20秒 　1人 　9分 　1人 　8分36秒 　1人 10分 　1人 10分 　1人 10分 　1人 10分

無所属 　1人 　9分20秒 　1人 　9分 　1人 　8分36秒 　1人 10分 　1人 10分 　1人 10分

無所属 　1人 　9分 　1人 　8分36秒 　1人 10分 　1人 10分

無所属 　1人 　8分36秒 　1人 10分

合　　計 60人 330分 60人 330分 60人 330分 60人 330分 60人 330分 60人 330分 60人 330分 60人 330分

会派名

努　　力　　目　　標　　時　　間

（案７）
会派割り１／９

会派構成人数割り８／９

（案Ａ）
無所属議員１人１０分

残時間を会派構成人数割り

無所属
議員２人

無所属
議員３人

無所属
議員４人

無所属
議員５人

無所属
議員２人

無所属
議員３人

無所属
議員４人

無所属
議員５人

3
3



総括質疑会派別発言時間（案） 【無所属議員数の増減によるシミュレーション】

自民党 16人 88分
16人
⇒15
人

88分
⇒82分30秒

16人
⇒15
人

88分
⇒82分30秒

16人
⇒15
人

88分
⇒82分30秒

16人 78分
16人
⇒15
人

76分
⇒72分

16人
⇒15
人

75分
⇒71分

16人
⇒15
人

74分
⇒70分

公明党 13人 71分30秒 13人 71分30秒
13人
⇒12
人

71分30秒
⇒66分

13人
⇒12
人

71分30秒
⇒66分

13人 65分 13人 64分
13人
⇒12
人

63分
⇒59分

13人
⇒12
人

62分
⇒58分

民主党 13人 71分30秒 13人 71分30秒 13人 71分30秒
13人
⇒12
人

71分30秒
⇒66分

13人 65分 13人 64分 13人 63分
13人
⇒12
人

62分
⇒58分

共産党 10人 55分 10人 55分 10人 55分 10人 55分 10人 53分 10人 52分 10人 51分 10人 50分

みんなの党 　6人 33分 　6人 33分 　6人 33分 　6人 33分 　6人 37分 　6人 35分 　6人 34分 　6人 33分

無所属 　1人  5分30秒 　1人  5分30秒 　1人  5分30秒 　1人  5分30秒 　1人 16分 　1人 14分20秒 　1人 13分45秒 　1人 12分12秒

無所属 　1人  5分30秒 　1人  5分30秒 　1人  5分30秒 　1人  5分30秒 　1人 16分 　1人 14分20秒 　1人 13分45秒 　1人 12分12秒

無所属 　1人  5分30秒 　1人  5分30秒 　1人  5分30秒 　1人 14分20秒 　1人 13分45秒 　1人 12分12秒

無所属 　1人  5分30秒 　1人  5分30秒 　1人 13分45秒 　1人 12分12秒

無所属 　1人  5分30秒 　1人 12分12秒

合　　計 60人 330分 60人 330分 60人 330分 60人 330分 60人 330分 60人 330分 60人 330分 60人 330分

（案１）
会派構成人数割り

努　　力　　目　　標　　時　　間
（案２）

会派割り１／４
会派構成人数割り３／４

会派名

無所属
議員２人

無所属
議員３人

無所属
議員４人

無所属
議員５人

無所属
議員２人

無所属
議員３人

参考（無所属議員が２人の場合）
　３人会派：約17分、４人会派：約23分、５人会派：約28分
　２人会派を会派として算出した場合：約11分

参考（無所属議員が２人の場合）
　３人会派：約24分、４人会派：約28分、５人会派：約32分
　２人会派を会派として算出した場合：約20分

無所属
議員４人

無所属
議員５人

【平成２５年３月２８日再提出】
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自民党 16人 83分
16人
⇒15人

83分
⇒78分

16人
⇒15人

82分
⇒77分

16人
⇒15人

82分
⇒77分

16人 86分
16人
⇒15人

84分
⇒79分

16人
⇒15人

83分
⇒78分

16人
⇒15人

81分
⇒76分

公明党 13人 69分 13人 68分
13人
⇒12人

68分
⇒63分

13人
⇒12人

67分
⇒62分

13人 69分30秒 13人 68分
13人
⇒12人

67分
⇒62分

13人
⇒12人

66分
⇒61分

民主党 13人 69分 13人 68分 13人 68分
13人
⇒12人

67分
⇒62分

13人 69分30秒 13人 68分 13人 67分
13人
⇒12人

66分
⇒61分

共産党 10人 54分 10人 54分 10人 53分 10人 53分 10人 53分 10人 53分 10人 52分 10人 51分

みんなの党 　6人 35分 　6人 34分 　6人 33分 　6人 33分 　6人 32分 　6人 32分 　6人 31分 　6人 31分

無所属 　1人 10分 　1人 　9分20秒 　1人 　9分 　1人 　8分36秒 　1人 10分 　1人 10分 　1人 10分 　1人 10分

無所属 　1人 10分 　1人 　9分20秒 　1人 　9分 　1人 　8分36秒 　1人 10分 　1人 10分 　1人 10分 　1人 10分

無所属 　1人 　9分20秒 　1人 　9分 　1人 　8分36秒 　1人 10分 　1人 10分 　1人 10分

無所属 　1人 　9分 　1人 　8分36秒 　1人 10分 　1人 10分

無所属 　1人 　8分36秒 　1人 10分

合　　計 60人 330分 60人 330分 60人 330分 60人 330分 60人 330分 60人 330分 60人 330分 60人 330分

会派名

努　　力　　目　　標　　時　　間

（案７）
会派割り１／９

会派構成人数割り８／９

（案Ａ）
無所属議員１人１０分

残時間を会派構成人数割り

無所属
議員２人

無所属
議員３人

参考（無所属議員が２人の場合）
　３人会派：約20分、４人会派：約25分、５人会派：約30分
　２人会派を会派として算出した場合：約15分

参考（無所属議員が２人の場合）
　３人会派：約16分、４人会派：約21分、５人会派：約27分
　２人会派を会派として算出した場合：約11分

無所属
議員４人

無所属
議員５人

無所属
議員２人

無所属
議員３人

無所属
議員４人

無所属
議員５人
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決算審査の委員構成に関する政令指定都市の状況 

【議員選出の監査委員の取扱い】 

  ◆議員選出の監査委員を除いて構成…………７市 

特
別
委
員
会

１委員会（全議員） （２市） 仙台市 川崎市

１委員会

分科会方

式

２分科会 （１市）
新潟市（※一般会計・特別

会計）

３分科会 （２市） 神戸市 広島市

５分科会（常任委員会

と同じ構成員、所管）
（１市） 福岡市

複数委員

会
３委員会 （１市） 岡山市

◆議員選出の監査委員を含めて構成…………１４市

特
別
委
員
会

１委員会（一部の議員） （１市） さいたま市

１委員会

分科会方

式

２分科会 （１市） 千葉市

３分科会 （２市） 京都市 北九州市

５分科会（常任委員会

と同じ構成員、所管）
（１市） 相模原市

６分科会（常任委員会

と同じ構成員、所管）
（１市） 堺市

複数委員

会
２委員会 （３市） 札幌市 横浜市 大阪市

常
任
委
員
会

各所管常

任委員会
（４市）

静岡市 浜松市 名古屋市

新潟市（※企業会計）

予算決算

委員会

６分科会（常任委員会

と同じ構成員、所管）
（１市） 熊本市

  ※ 新潟市は、一般会計・特別会計と企業会計で監査委員の取扱いが異なるため、

それぞれ分けて掲載している。 
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